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１．はじめに
　本論は、「音楽 ･ 表現領域から働きかける保育の
資質の向上についてⅠ―子どもの発達に気づく為に
実習と関連したクロスカリキュラム―」において展
開した論考をもとに、新たな実践的検証を取り入れ、
子どもの育ちを意識した音楽・表現領域の在り方を
実証しようと試みるものである１)。
　研究Ⅰ（２0１6）では、学際性カリキュラム理論に
基づき、保育者養成校における音楽・表現領域カリ
キュラムと教育実習での科目間連携を行う事で、実
習に対する意識や学生による子どもの育ちの捉え方
について検証した。
　特に学生が対象（子ども）の発達を意識する姿勢
を考慮しながら、「音」をどう意識して使うか等の
視点は、幼稚園教育実習等においては重要な保育ス
キルの一つであると言える。
　研究Ⅰに引き続き、本論では保育者を目指す学生
が音をどのように捉えているのかについて、本学カ
リキュラムポリシーをもとに編成されている音楽 ･
表現領域と実習系科目の到達目標を明らかにした上
で、実践記録などをもとに検証する。
　具体的には、保育内容「表現」の授業に於いて、
学生が実際に行った演習課題、及び教職実践演習で
の学生の学びの跡などから、実習中での音の捉え方
や子どもとの関わりを通した音の扱いについて実習
中に意識した記述を中心に検証する。実際の授業で
は、子どもと共に音を楽しむ意識と曲のレベルに
よって楽しく歌える曲と歌えない曲が発達の過程と
関連があることに気づいている様子が見て取れた。
これは技術的な向上のみを目指す音楽・表現系の授
業では見られない学生の気づきである。また保育の
基礎的理論が表現などの領域と融合し、学際的に音
の領域と横断することによって保育の実践的な活動
の場で気づくことの出来る能力が養われていること
が伺える。
　本論ではこうした一連の音楽表現領域に関して保
育者を養成するカリキュラムとの関連性について、
学生が実践において意識し、活動した内容をもとに
検証することとしたい。
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音楽 ･表現領域から関わる保育者の資質の向上についてⅡ
２．松山東雲短期大学保育科におけるカリ
キュラムポリシーとディプロマポリ
シーの基本理念
　本学保育科における２年間の教育課程の実施方針
としてカリキュラムポリシーを設定している。それ
は、1）子どもの成長にかかわる人間としての自覚
を持ち、自らを磨き人格を高め、そして自分で考え
判断する主体性を培わせる、２）保育実践の拠り所
となる基本的な教育観や保育観、子ども観を確立さ
せる、３）子どもの健全な成長や幸せな生活を援助
するための知識や技能、方法を総合的に理解・習得
させる、である。
　こうしたカリキュラムポリシーをもとに、本学保
育科では卒業までの２年間、資格取得に至るまでに
以下に示す素養を身につけさせる方針としてディプ
ロマポリシーが存在する。6つのポリシーの中でも、
以下の３つのポリシーは専門知識を有する保育者と
して、物事を複合的に捉える力や、学んだ知識を用
いて保育に活かす力、また保育の基礎となる、子ど
もの発達を理解し、的確に関わる事が出来る資質獲
得を目指している。
　こうしたカリキュラムポリシーとディプロマポリ
シーは次に示す２つの基本理念「子どもの発達の流
れを理解すること」と「保育における意図」によっ
て形成されている。
①子どもの発達の流れを理解すること
　子どもの発達を流れで理解することとは、子育て
支援の必要性が強調されている今日、保育者に求め
られる、子どもの過去・現在・未来といった発達の
流れを1つの線として見ていくことである。これは
保育者の中の子ども理解が深められていくと共に、
それが保護者に日々の子どもの様子を保育者が持つ
べき専門性の視点から説明できる能力にも繋がって
いく資質である。
②保育における意図
　保育における意図とは、子どもの様子を注意深く
観察でき、育ちの違いによって関わりを変えること
の出来る資質を要する。また保育者の保育の意図を
を子どもと共に実現していく営みを指す。これには
まず、子どもたちの生活や遊びを観察する力の育成
が必要であり、次に前述した子どもの発達の流れを
1つの線として見ていく姿勢も必要になる。これら
の能力を元に具体的な保育内容と重ね合わせていく
ことで保育の意図に繋がっていくと考えられる。
　上記２つの基本理念は、保育の基礎に立ち返る為
のものといって良い。保育は本来、子どもの育ちを
考察の中心に置かなければならい。つまりは子ども
をどう見るのかについて、そのきっかけを子どもの
発達に求め、それぞれの環境の作り方やかかわり方
のプロセスを考えることが本来あるべき保育の在り
方でなければならない。保育科ではこうした保育の
原点に立ち返ることを目指していることに他ならな
い。さらにこうした２つの基本理念を元に複数の担
当者が学内の勉強会に参加し、共通理解を模索しな
がら授業を展開している取り組みも行っている２)。
　次節ではこうした保育における基本理念をもとに
編成された表現領域科目と幼稚園教育実習系科目の
意義を明らかにする。次に、保育の資質・能力を獲
４)子どもが育つ社会環境や自然環境の意味や他
児と出会い生活する幼稚園や保育所の意義、
保育者の役割について理解することができ
る。
５)各授業で学んだ考え方や知識、技能を総合化
し子どもと積極的にかかわることができる。
6)子どもの年齢による発達やその順序、心身の
特性などについて基本的な内容を理解し、 子
どもとの生活を作りだすことができる。
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得する際に形成されているそれらのカリキュラム内
容について明らかにしたい。
３．保育者養成理念に基づく幼稚園教育実
習関連科目及び表現領域科目における
到達目標
◆保育内容表現の音楽領域における到達目標
　上記、保育内容・表現における到達目標を設定し
ている目的としては、何よりも子どもが感じたこと
や考えていることを自由に表現できる環境を学生自
ら考えて設定することが出来るようにする為であ
る。
　従って、まず学生自身が感受性を高め、表現力を
養う必要がある。その為には、学生が感じたまま表
現する事の楽しさや、他者が自己表現したものを受
け止める大切さを伝える必要がある。そこで本演習
では、音楽遊びやゲームなど実践活動を中心に行い、
学生が子どもの表現や想いに共感できるような活動
を行っている。
　次に楽器の導入については、まず楽器に対して興
味や関心を持たせるようにしている。その後、楽器
に親しみを持つことがその後の活動にも影響してく
る。その為、授業では初めて楽器に触れる機会を初
期段階に取り入れている。そこでは、どのような音
に子どもは興味を持つのか、またどのように楽器を
提供するべきかについても、年齢に応じた方法を探
れるように配慮している。
　また年齢によって表現方法が違うため、活動方法
にも工夫を要する。本演習では、0歳から6歳まで
の音についての認識の違いや身体的な発達の流れに
ついても触れている。例えば各年齢の発達をとらえ
た上で、「できるようになる」事が「楽しい」「感じ
る」につながる事を意識した活動内容3)を共に考え
ている。また、成果を求める活動ではなく、活動そ
のものの過程を子どもが楽しめる活動にできるよう
促している。
◆教育実習Ⅱにおける到達目標
　教育実習Ⅱでは、本学科２年生を対象として、5
月と１0月の２回に分けて１0日間ずつ実習を行ってい
る。その中で、「園の方針や流れ」を把握すると共
に「5月と１0月での子どもの育ち」の違いを実感し
ながら、子どもの発達・成長に合わせた計画の作り
方やかかわり方を学ぶよう指導している。
　１0月の実習終了後は、「責任実習」「記録の意味」
等、実習に関連したテーマを設定し、実習先が違う
グループを1クラス１0班ほど作り、各テーマについ
て、ディスカッションとプレゼンテーションを行う
実践系の授業を展開している。
　ディスカッションにおける到達目標には、①「実
習での気づきや学びを他の園に実習に行った仲間と
話し合うことにより、実習での気づきなどを再確認
し、学びの場を設ける」があり、これは、自分の保
育を客観的に見る視点の構築を目指した目標となっ
ている。次に、②「話合いを通して学んだことを各
自のノートに書き写しながら学んでいく過程に他者
との協働や、コミュニケーション能力向上を目的と
している」が設定されており、これは保育の基礎で
①感じたこと、考えたことを自由に音や動きで表
現する。
②音楽に親しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器
を使用する楽しさを味わう。
③子どもが身体・声・楽器を使って自己表現したも
のを受け止め、年齢に応じた活動方法を考える。
・実習先の園の方針を調べ、実習に行くための準
備全般を指導していく基礎的な授業形態に加え
て、教育実習Ⅰで学んだ子どもを見る多角的な
視点をもとに「子どもの発達の流れ」、「保育に
おける意図」を考えられる意識付けを５月の実
習前後で行っていく。
・10月の実習前後では５月と10月における子ども
の育ちの違いを認識させ、育ちの継続性を連想
させながら、保育計画や子どもへのかかわり方
を対象児の発達から意識する。
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ある ｢協働｣ を理解する為の目的となっている。
　こうした２つの実習を通して得た経験を、実習後
の振り返りを通して、発達を線で見る視点と保育に
対する意図の構築が可能となるようなカリキュラム
を構成している。
◆教職実践演習における到達目標
　教職実践演習は、その科目的役割から、保育者養
成校が独自に設定している保育者像や到達目標等に
照らし合わせながら、学生の学びを最終的に確認す
る特色を帯びている。いわば「学びの軌跡の集大成」
として位置付けられている。そこで本演習は、実習
科目系の共通テーマをもとに「家庭との連携」「保
育者のチームワーク」「子どもの遊び」「履修カルテ
に見る幼稚園教諭になるための課題とは」「保育者
に求められるもの」等、保育者になる上で、課題と
なるテーマを設定し、教育実習Ⅱ同様、グループディ
スカッションとプレゼンテーションを行っている。
また幼稚園教諭免許状取得のために履修してきた科
目・演習の内容を改めて見直すことで自己評価の振
り返りも同時に行っている。
　教職実践演習のディスカッションのテーマは教育
実習Ⅱのそれと比べ、より実践に近いテーマを選択
している。これは教育実習だけではなく、本学保育
科において学んだ知識と実習に於いて経験した実践
とを統合し、より現場に近い形で「子どもの発達の
流れ」、「保育における意図」を意識できるように工
夫している。
　次節ではこうした上記、表現系の科目と実習系科
目での学生課題をそれぞれ振り返り、本学保育科の
基本理念に添った保育者養成カリキュラムに基づい
て、学生の学びが実践上どのような部分に表れてい
るかについて実証したい。
4．実践分析の方法とその内容
　保育内容・表現領域における音の活動が実習に於
いてどのように活用されているかについて短大保育
科２年生（９９名）の事後指導資料や授業時の課題な
どから、学生が回答した傾向をカテゴリー化し、集
計した（ＫＪ法）。以下は実施した科目名とその設
問についての詳細である。
◆保育内容表現（２年前学期）：演習課題第1回目
と第5回目の音楽表現の課題で、「あそびうた」「音
あそび」についての活動のねらいについて学生が
回答したものを集計資料とした。
　第1回目に実施した課題は、学生自身の実演を通
して、それぞれの曲がどのような活動時期に行う事
が望ましいのか、また子ども達にどのような効果が
期待できるのかについて意識することを目的とした
演習である。
　一方、第5回の課題はグループで楽器などを使用
しながら1つのテーマを共有し、音を作っていく過
程を学ぶ演習である。
◆教職実践演習（２年後学期）：実習時の音楽技術
に関する課題の一部を集計資料とした。（実施日：
１２月上旬）
幼稚園教諭免許状取得のための履修ファイルを見
直すことにより、保育者を志してきた自己を客観
的にみることで、自己に対する視野の広がりを持
たせる。
第１回：活動内容「あくしゅでこんにちは」「あ
たまであくしゅ」(実施日：４月上旬)
第５回：活動内容「音探し」「“ 雨 ” をテーマに
自由発表」(実施日：6月下旬)
問：ピアノに限らず、子ども達に「音」を意識さ
せる為に、具体的にどのような工夫をしたか。
問：子ども達と音楽や造形表現を通して、子ども
の育ちを意識した部分はどこか。具体的に書
きなさい。
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　上記、２つの問いは実習中、音を使った活動を計
画していく過程の中で子ども達にどのように音を意
識させる工夫を行ったかについて回答させる為に実
施を行った。
5．結果と考察Ⅰ
5−１：保育内容・表現における課題①：「あそび
うた」「音あそび」から見えるねらい（保
育の意図）
　上記、課題①について以下の様な学生の回答が得
られた。この課題は実際に学生が「あくしゅでこん
には」と「あたまであくしゅ」を実演することによ
り、感じた内容についての記述をもとに表にまとめ
たものである。
　第1回の授業で実施した、あそびうた「あくしゅ
でこんにちは」と音あそび「あたまであくしゅ」に
関しては、その特徴を良く捉えており、スキンシッ
プや友達作りのきっかけとして捉えている学生が多
いことを示している。
　全体の特徴として見られるのは、コミュニケー
ションを図ることをねらいとして考えている学生が
多いことである。また同じ動きをすることで共感を
得られると考えている学生も中程度いることが伺え
る。
　学生個人の回答では、「普段かかわる事のない人
と関わるきっかけとなった。」「自然と会話が生まれ
て笑顔で活動できた。」といったものや、「大人しい
子どもや恥ずかしがりやの子どもも友達をつくって
仲良くなれるきっかけとなる歌だと感じた。」、「友
達と目が合う事で自然に笑顔になれる楽しい曲のた
め、子どもと交流を深める時に実践してみたい」、「参
観日で親子とペアになって楽しむ事もできると感じ
た」などの記述が見られた。これは関係性を作る事
が難しいと思われる子どもとの交流に効果的であっ
たり、目と目を合わせることより、スキンシップが
図れるなど、対象となる子どもと一緒にした場合、
どのような効果があるのかを認識している学生がい
ることが分かる。
　学期終盤の第5回目の授業では、「音探し」と「雨」
課題①−１　「あそびうた」から見える学生の「ね
らい」
課題①−2　「音あそびから見える」学生の「ねらい」
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というテーマを与えてグループで自由に発表する演
習を行った。音探しでは、友だちと協力する楽しさ
を知ることで、その大切さを改めて捉える契機に
なっていることが伺える。また「雨」をテーマにグ
ループ発表したねらいについては、1つのものをグ
ループで作り上げていく過程の中で、アイデアを出
し合い、時には他者の意見を受け入れる寛容性や、
役割を決めたことにより、その責任を果たしていく
協調性が育まれていく過程についても、少数ではあ
るが客観的に意識している学生もいることが確認さ
れた。
　学生個人の回答では、「1人ではなく、友達と協
力して表現しなければいけない音もあり、活動する
中で自然と距離が近くなっていた」、「グループで意
見を出し合う事で自分1人では気づかない面白い音
の出し方が見つかった」、「グループで音探しをして
新たな発見できたとき、とても嬉しかった」等、グ
ループの中でそれぞれ自分とは違った音を作ってい
る事に新たな発見を見出したり、音作りを通した人
間関係作りなど、音を通して様々な「ねらい」を学
生が感じ取っていることが新たに発見された。
　また、「楽器の正しい使い方を教えるだけではな
く、自由にふれて自分で音を発見し、その気持ちを
共感することが「音」への興味をもつ点で大切では
ないかと思った」、「楽器で何通りもの音の出し方が
あった。始めて楽器に触れる子どもには自由に楽器
を触れる方が良いと思った」、「目を閉じて発表を聴
くことでより雨のイメージをしやすかった」、といっ
た意見もあり、楽器を正しく使うことで得られる喜
びだけではなく、音を感じ合うことで得られる共感
を通して、楽器がイメージしている対象（雨）を理
解する手助けになっていることも意識化されている
ことが伺える。
5−２：保育内容・表現における課題②：「あそび
うた」と「音あそび」を通した「音楽の楽
しさ」について
　課題②について以下の様に学生の回答が得られ
た。この課題は実際に学生が「あくしゅでこんには」
と「あたまであくしゅ」を実演することにより、「音
楽の楽しさ」についてどの部分にそれを感じている
かについて集計したものである。
　４月下旬の第1回目の授業における演習というこ
ともあり、上記表中にある通り、音楽を通して楽し
む視点に偏りが見られる。それは単純に、歌あそび
を通して感じた「喜び」や「満足感」を心地よく学
生が感じている状態であり、具体的なその楽しさに
ついては気づいていない点が多い。しかし少数なが
らも、身体を使うことでその喜びや満足感が得られ、
リズム感やスキンシップがあるからこそ、音楽の楽
しさが得られると判断している学生も見られる。
　個々の学生の回答には、「触れ合いを通して
「ぎゅっ」と手を握る喜びが感じられ、気持ちが嬉
しくなった」、「歌を通して新しい友達との輪の広が
り、人との関わりも生まれてくると思った」、「友達
と協力してバランスを取ったり、相手を気遣いなが
ら活動する事で思いやりの気持ちも育つと思った」、
課題②−１　「あそびうた」から感じる「音楽の楽
しさ」
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「人と触れ合うことがこんなに楽しくてうれしい事
だと改めて実感できた」等といった、あそびうたを
通して主に人と触れ合う喜びを実感している意見が
多いことが分かる。これは音を通して人とかかわる
事の楽しさを意識させる取り組みであり、保育者に
とって重要な資質の一つであると考える。
　初回の授業から２ヶ月が経ち、演習も5回目を経
験してくると、学生の中に音楽に対する楽しさにつ
いて、その深みが見られるようになる。
　例えば楽器に親しむことだけを良しとするのでは
なく、まず自分が思い描いたイメージを音で表現す
ることや、それによって新しい音を発見するおもし
ろさが加わる。次に自由に音を出すことについても
そこに楽しさを得られる要素があることを学生自ら
が経験することによって、子どもにも経験させたい
事の1つに繋がっていくと考えられる。
　実際に、学生個人の回答を見ると、「グループで
音探しをして新たな発見ができた時、とても嬉し
かった」という回答から、「グループで意見を出し
合う事で自分1人では気づかない面白い音の出し方
が見つかった」であったり、「目をつぶって音を聞
くことで頭の中で光景が浮かんできた」、「いろいろ
な楽器を組み合わせた響きも面白かった」、「1つの
楽器からさまざまな表現ができる面白さに気付くこ
とができた」といった回答も出るなど、自身が経験
した楽しさを他者にも伝えていきたい気持ちへと繋
がる様子も見られる。
6．結果と考察Ⅱ
　教職実践演習の課題では、実習中にピアノ技術を
含めた音を使った実習をどの程度実践したか、また
技術に頼らず、音をどのように実習中捉え、実践し
てきたかという事後課題を与え、ディスカッション
を行っている。
　年度中の１２月に実施したこの課題では、まず「音」
を「リズムあそび」と捉え、さらにそれを保育の導
入として考えた学生が多く見受けられた。その理由
としては、まず実習においては、歌は部分実習、或
いは1日責任実習における主活動を円滑に行う為に
課題②−2　「音あそび」から感じる「音楽の楽しさ」
6−１：教職実践演習における課題①：「ピアノに
限らず、子ども達に「音」を意識させるた
めに、具体的にどのような工夫をしたか」
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使うものと認識していたことが挙げられる。
　一方で子どもが自由に表現する環境構成の一つと
して用いる学生も多かったことが伺える。また擬音・
擬態語を用いた理由としては、何気ないあそびの中
に手足を使った音のあそびや、ごっこあそびの際に
でる音の出方に気づかせたり、楽器制作の際に、使
用する素材を使って音を出すあそびなどを取り入れ
た学生が多く存在したことを表している。
　学生個人の回答の中では、「散歩の時、落ち葉が
ある場所を歩いて「良い音がするよ」と子どもに伝
え、一緒に音を楽しんだ」といったものや、「身体
でリズム表現あそびをした。音の長さを聴き分けて
動物になりきる遊び」であったりと、必ずしも主活
動の導入にのみ使用していないことが分かる。一方、
「音あてクイズ」や「音の数でグループを作る遊び」
などに音を使うなど、むしろ主活動に音を使ったも
のを実践していた学生も見受けられた。また「時々
小さな声で話してみる」や耳を澄ますよう声掛けを
する技術に使う学生も見られた。
　この課題項目は、幼稚園教育実習が5月と１0月に
分けて実習を行っている為、多くの学生が5月と１0
月の子どもの育ちの違いに気づき、感じた部分であ
る。「表現能力」には、子どもが年長児に近づくに
つれ、自由に気持ちを表現したい意識をもって課題
に取り組んでいる姿勢やイメージの共有が出来るよ
うになったことに気づく学生が見られた。
　まず「子どもの記憶力」に関しては年齢が上がる
につれて、歌詞を覚えるようになり、音の強弱や歌
詞の意味についても理解できるようになる子どもの
発達の流れについて感じている様子が伺えた。
　個々の学生の回答には以下の気づきが見られた。
まず「手作り楽器を作り、音の変化を楽しむ」、「色々
な楽器に触れ、音の違いを楽しむ」といった回答に
は、造形表現領域を意識した物作りから子どもが
様々な音に気づくことを理解している様子が伺え
る。
　次に「音だけではなく、季節も感じられる活動が
できる」、「季節と身近なもので音作りを楽しむ方法
を考えていた」、「動物の鳴き声をリズムで感じなが
ら身につける」、「リズムや音にあわせて、動いたり
まねっこ遊びができる」、などは、子どもの育ちに
合わせて、子どもが与えられた素材を使って自らが
音を表現しようとする姿を学生が捉えている事が伺
える。
　さらに、ルールがある音あそびや、音にあわせて
身体をつかったあそびを子どもが実践している様子
を学生が捉えていることも表している。さらに絵本
の導入など、音楽以外の活動にも「音」を取り入れ
て、他活動との繋がりも考えて実習を行ってきたこ
とが分かる。
まとめ
　短期大学２年次前学期に設定されている保育内容
表現は、それ以前の1年次に設定されている音楽Ⅰ
において音楽に関する基礎知識やピアノ技術を学ん
だ上で受講できる科目となっている。その到達目標
を見る限り、ある一定数の学生に、「①感じたこと、
6−2：教職実践演習における課題②：「子ども達
と音楽や造形表現を通して、子どもの育ち
を意識した部分はどこか。」
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考えたことを自由に音や動きで表現する」であった
り、「②音楽に親しみ、歌を歌ったり簡単なリズム
楽器を使用する楽しさを味わう」などの目標につい
て、ある程度理解し、幼稚園教育実習に活用してい
る様子が伺えた。特に音を使って楽しむという行為
には、演習を重ねるごとに楽しさの意味を理解し、
幅の広い音の捉え方を還元している様子が演習時の
学生の振り返り等の資料から見て取れた。
　またそうした理解の深まりが、実習を通して子ど
も達に伝えられ、音楽に対する親しみを学生から子
ども達に伝えている様子も教職実践演習の課題等か
ら得られた。例えばそれは、音への気づきを楽器か
ら意識させるのではなく、日常の音や制作に使う素
材等から気づかせる取り組みや、音を通した子ども
の育ちを発見できる視点等に表れている。
　今後は学生のサンプル数を増やし、カリキュラム
上の観点からこうした横断的に実習での効果を上げ
ている実態をより正確に把握すると共に、保育者養
成校における音楽・表現領域の在り方を保育者に還
元できる形を多く作っていきたい。
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